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科学的知識生産の営みを 

いかに捉えるか  
 
 

 

 

 

 講演者 ： 伊 藤  泰 信  助教授 
                   ＣＯＥ事業推進者/知識科学研究科 

イノベーション研究「研究室のナレッジマネジメント」プロジェクト 

 
  

 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

北陸先端科学技術大学院大学 21世紀 COE プログラム「知識科学に基づく科学技術の創造と実践」ＣＯＥ学際セミナー【ＲＡプロジェクト】

COE 学際セミナー④                 -どなたでも参加いただけます－ 

日 時  ：  2007 年 2 月 8 日(木) 14：00～15：00 [１時間]  

会 場  ： 知識科学研究科棟 7 階 セミナールーム 

予約は不要です。直接会場へどうぞ民谷プロジェクトタイアップ企画 

ＩＴＯ  Yasunobu 

□お問い合わせ先 COEセンター〔科学技術開発戦略センター〕  
            矢部敏明（客員研究員）e-mail : tyabe@jaist.ac.jp 

COE 学際セミナーは・・・  

イノベーションをテーマに“異論が出会い共存する場”です。 
 

本 COE には分野横断型のイノベーション研究として 

４つの学際プロジェクト 

 

◆「研究室のナレッジマネジメント」 

◆「研究哲学に裏打ちされた知識創造活動」 

◆「成熟産業におけるイノベーション」 

◆「コーディネータとしての知識ミニマム論」 

 

があります。 

COE 学際セミナーではその４つのプロジェクトを、 

多くの方と共有し、意見交換しながら、 

プロジェクト内容をさらに充実していきます。 

科学的知識生産の営みにたずさわる私たちは、その営みについて何を知っているだろうか。 
今回はラボラトリー「マネジメント」の一歩手前、ラボラトリーという科学的知識生産の場を

把握する視角のいくつかについてお話していきます。 

－ラボラトリーマネジメント以前－

                                       

 
 
 
汎用的な研究・教育用デバイスや知識科学研究

科が提供するツールが、個々の現場の研究パフ

ォーマンス向上につながるかというと、必ずし

もそうとは言えない。 
そこで、〈文化人類学的視点〉－現場のコンテ

クストを仔細に観察し、活動者の声を聞く－を

活用し、まず、現場独自の課題を把握し、研究

パフォーマンス向上へとつなげる方法を検討し

ていくための基礎的研究を行なっている。 
また同時に、research on research 的・科学社
会学的な知見を得ることも目指している。 

民谷プロジェクト研究 
「研究室のナレッジマネジメント」紹介 

 研究室のパフォーマンス向上のために 


